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Delivering a Golden Legacy; a growth strategy for
inbound tourism from 2012 to 2020（April 2013）|
（以下「Delivering a Golden Legacy」という）の
最終案が発表された。





関してDelivering a Golden Legacy に焦点を絞っ
て分析を行い，zVisitBritain & VisitEngland
Annual Report and Accounts for the year ended
31 March 2013（15 July 2013）|（以下「VB & VE
Annual Report 2012/13」という）からその足ら
ざるところを補うこととした。
【Delivering a Golden Legacy】
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（注） SimonAnholt および GfK広報＆メディア社が2005年から発表している先進国と開発途上国20ヵ国に約万人が参
加して，ヵ国について約1,000の質問に答える形で実施される。Nation Brands Index（NBI）。
（注） これらの旅行者の人のうち人以上はその休暇旅行の旅行先として英国を選んでいる。残りの1,900万人の旅
行者数は業務旅行または友人・知人訪問（Visit Friend & Relatives：VFR）旅行の回復傾向を示している（VB & VE
Annual Report 2012/13，p. 4）。




を勧めるキャンペーンがzGREAT|のキャッチフレーズの下に行われている（ex. Holiday at Home are GREAT）。
表示がGREAT，Great等とまちまちであるが目指す方向は同じである。
（注） 一般省庁とは別の公的組織で，日本の JETROに似た機能を有する。






























































































































































































Ⅱ Delivering a Golden Legacy の背景
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① Great Britain キャンペーンは，英国の長期
間にわたるイメージを構築する役割を担ってい
る
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（b） 観光宣伝に関わる組織の範囲の拡大




























The GREAT Britain キャンペーンは､これまで


















⑺ 新たな挑戦に対処しうる VisitBritain のあり
方


















































【VB & VE Annual Report 2012/13からの補足情
報】
Delivering a Golden Legacy の記述において，
説 明が 不 十 分であったり，欠 落している




Department for Culture, Media and Sport




















Foreign and Commonwealth Office





Department for Business, Innovation and Skills
GREAT Britain キャンペーンの partner であり，コミュニ
ティ・地方自治省とともに Local Enterprise Partnership
（地方企業連合）および Regional Growth Fund（地域開発基
金）を所管し，貿易・投資総局を所管
コミュニティ・地方自治省




































































































































管理協定によるGIA（DCMS 補助金） 24.592 8.500 33.092
追加補助金─ GREATキャンペーン 12.500 3.000 15.500
その他 0.400 （0.320） 0.080
計 37.492 11.180 48.682
図 雇用関係数値
Group BTA
年 度 2013 2012 2013 2012
マーケティング 181 209 181 209
海外支援（マーケティングおよび管理運営） 10 16 10 16
管理運営（議長および sharedサービス） 44 43 44 43





























VisitBritain より Delivering a Golden Legacy の
原案がとりまとめられた。これを基にして2013年
月に最終案が発表された。











































であるDelivering a Golden Legacy を策定し，
2012年までに講じた各種施策の成果をより確実
なものとしようとすることは時宜を得たものと







Delivering a Golden Legacy の実施とともに英
国の観光宣伝を2013年以降も継続していくこと
している。しかし，これに伴う特別な財源措置



































 Visit Britain: Delivering a Golden Legacy; agrowth
strategy for inbound tourism fom 2012 to 2020 (April
2013).
 British Tourist Authority trading as VisitBritain &
Visit England annual Report and Accounts for the
year ended 31 March 2013.
 British Tourist Authority trading as VisitBritain &
Visit England annual Report and Accounts for the
year ended 31 March 2012.
 VisitBritain: Business Plan 2013-2014.
 VisitBritain: Business Plan 2012-2013.
	 DCMS: Government Touism Strategy (March 2011)
 Visit Britain： The London 2012 Olympic &
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